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(百万円未満切捨て)

１．2025年9月期第3四半期の連結業績（2024年10月１日～2025年6月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年9月期第3四半期 16,352 4.0 1,191 34.8 1,161 31.9 813 20.4

2024年9月期第3四半期 15,724 5.6 883 10.1 880 0.4 675 23.2
(注) 包括利益 2025年9月期第3四半期 718百万円( △40.5％) 2024年9月期第3四半期 1,206百万円( 175.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年9月期第3四半期 61.61 ―

2024年9月期第3四半期 51.17 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年9月期第3四半期 15,596 7,328 44.7
2024年9月期 14,427 6,575 45.6

(参考) 自己資本 2025年9月期第3四半期 6,970百万円 2024年9月期 6,575百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年9月期 ― 10.00 ― 12.00 22.00

2025年9月期 ― 11.50 ―

2025年9月期(予想) 11.50 23.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年9月期の連結業績予想（2024年10月１日～2025年9月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,000 5.2 1,200 18.8 1,150 18.8 780 0.8 59.05
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名）
株式会社ピコモンテ・
ジャパン

、除外 1社（社名） ビューティードア株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年9月期3Ｑ 13,410,000株 2024年9月期 13,410,000株

② 期末自己株式数 2025年9月期3Ｑ 220,227株 2024年9月期 220,227株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年9月期3Ｑ 13,209,773株 2024年9月期3Ｑ 13,209,773株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)3
ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2024年10月１日～2025年６月30日）におけるわが国経済は、インバウンド需要や

雇用環境などを背景に緩やかな回復基調が見られましたが、一方で米国の通商政策の動向による影響や中東・ウ

クライナ情勢、為替変動、物価上昇が消費者マインドに与える影響も懸念され、依然として先行きは不透明な状

況が続いています。また、企業経営を取り巻く環境は、人件費や物流費、市中金利の上昇に伴う金融関連費用な

ど各種コストの上昇が見られ引き続き厳しい状況となっています。

当連結会計年度は、近年推進し成果を上げている施策を継続し、さらなる成長を目指しています。具体的に

は、ＮＢ（ナショナルブランド）ビジネスではメイクツール、キャラクターコスメ、キッズコスメなど「粧美堂

と言えば」の商品カテゴリーに注力し、自社企画商品の総合的な商品力を強化することで「粧美堂」ブランドの

価値向上を図っております。ＰＢ（プライベートブランド）ビジネスでは、新たな協力生産拠点の開拓により、

コスト削減・品質向上・商品カテゴリーの拡充を進め、重点販売先のニーズに応えることで「モノづくりのパー

トナー」としてのシェア拡大を推進しています。

また新しい取組みとして、当社が得意とするキャラクタービジネスを昇華させ、キャラクターの版権をお持ち

で新たな収益源の創出を希望される企業とタイアップし、当社が仲介役となりキャラクターの商品化を希望する

企業との調整や監修、契約などを行い手数料を受取るライセンスビジネスをスタートいたしました。

組織面では、ＥＣチームを商品企画部に移管し、消費者ニーズに迅速に対応できる体制としたことで魅力ある

商品の企画・開発を加速し、ＥＣ経由の売上拡大と利益率向上を目指します。また、前年度に発足した全社横断

のＤＸ推進室を中心に社内ＤＸ化を加速し、生産性向上と商品開発力の強化に取り組んでいます。一方で2020年

に当社グループ入りした連結子会社であるビューティードア株式会社については化粧品製造の川上工程のノウハ

ウ吸収と当社グループへの商品供給を目的として買収いたしましたが、キャパシティの問題もあり当初想定して

いたシナジー効果が十分に得られていないという状況を踏まえ、2025年６月17日開催の取締役会決議に基づき

2025年６月30日に全株式を譲渡致しました。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、対前年同期比4.0％増の16,352,725千円と増収となり売上総利益額は

5,115,724千円で対前年同期比23.8％増となりました。商品力アップにより自社企画商品全般が好調だったこと

や販売単価の上昇、利益率が高いＥＣによる売上高が伸びた結果、同利益率は31.3％と対前年同期比5.0％増と

大幅に改善することができました。販売費及び一般管理費は、自社企画商品の売上が増加したことに伴い販売促

進費、物流費などが増加し対前年同期比20.8％増の3,924,390千円となりましたが、売上総利益の増加で吸収し

営業利益は対前年同期比34.8％増の1,191,334千円、経常利益は対前年同期比31.9％増の1,161,446千円となりま

した。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期に発生した中国のコンタクトレンズ関連の連結子会社（孫会

社）の出資持分の一部を売却したことによる売却益97,814千円を計上した特殊要因が剥落したものの、ビューテ

ィードア株式会社の株式譲渡に係る売却益64,562千円の計上もあり、対前年同期比20.4％増の813,796千円とな

りました。

2024年12月20日付けで適時開示を行った株式会社ピコモンテ・ジャパンの株式を2025年１月10日に取得し子会

社化したことから、当第３四半期連結累計期間の実績には子会社化以降の同社の業績も含まれています。

当社グループの事業セグメントは、単一の事業セグメントでありますが、取扱い商品を区分した売上高の概

況は次のとおりであります。

①化粧品

当分類には、メイク関連化粧品、ネイル関連化粧品、ヘアケア関連化粧品などの売上が含まれます。当第３四

半期連結累計期間の売上高は、ＮＢ商品を中心に人気キャラクターをあしらったフェースマスクやハンドクリー

ム、大手食品会社とコラボレーションした女児向けリップクリームなどが好調に推移したことに加え、株式会社

ピコモンテ・ジャパンの化粧品売上の寄与もあり6,348,532千円（対前年同期比8.9％増）と増収となりました。

②化粧雑貨

当分類には、メイク関連雑貨、ネイル関連雑貨、ヘアケア関連雑貨などの売上が含まれます。当第３四半期連

結累計期間の売上高は、キャラクターをあしらった雑貨類や大手食品会社とコラボレーションしたヘアケア雑貨

などは好調に推移しましたが、一部の量販店向けで採算が取れないと判断した商材の導入を見送った影響もあり

全体としては5,152,248千円（対前年同期比1.6％減）と微減となりました。
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③コンタクトレンズ関連

当分類には、コンタクトレンズ、コンタクトレンズケア用品の売上が含まれます当第３四半期連結累計期間の

売上高は、前期の中国孫会社におけるコンタクトレンズＥＣビジネスの撤退の影響で1,681,286千円（対前年同期

比13.6％減）と対前年同期比では大幅減となりました。

④服飾雑貨

当分類には、バッグ、ポーチ・ケース、サイフ類、その他服飾小物などの売上が含まれます。当第３四半期連

結累計期間の売上高は、キャラクターをあしらった一部販売先向けやテーマパーク向けのＰＢ商品がバッグ、ポ

ーチ類を中心に好調に推移し2,092,384千円（対前年同期比20.9％増）となりました。

⑤その他

当分類には、ペット用品を含む生活雑貨、文具、行楽用品、ギフト商品などの売上が含まれます。当第３四半

期連結累計期間の売上高は、ペット関連商材が引き続き好調に推移した効果もあり1,078,273千円（対前期比9.4

％増）と増収となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産）

①資産

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて1,169,172千円増加し、15,596,645千円

となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,223,517千円増加し、11,555,352千円となりました。

これは主に、営業活動によるキャッシュ・フローの獲得、2025年１月10日付で株式会社ピコモンテ・ジャパン

を連結子会社化したこと、2025年６月30日付で連結子会社であるビューティードア株式会社の全株式を譲渡した

こと等により現金及び預金が610,604千円、商品及び製品が723,361千円増加したこと等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて54,345千円減少し、4,041,292千円となりました。

これは主に、投資有価証券が242,536千円増加したことに対し、ビューティードア株式会社の全株式を譲渡した

こと等により、有形固定資産が203,620千円、のれんが150,639千円減少したこと等によるものであります。

②負債

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて416,606千円増加し、8,268,560千円と

なりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて362,571千円増加し、5,848,631千円となりました。

これは主に、短期借入金が200,000千円、未払法人税等が187,665千円増加したことに対し、支払手形及び買掛

金が125,565千円減少したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて54,034千円増加し、2,419,928千円となりました。

これは主に、長期借入金が91,625千円増加したことに対し、資産除去債務が39,171千円減少したこと等による

ものであります。

③純資産

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて752,566千円増加し、7,328,084千円

となりました。

これは主に、利益剰余金が503,367千円、株式会社ピコモンテ・ジャパンの連結子会社化により非支配株主持分

が357,575千円増加したことに対し、繰延ヘッジ損益が116,356千円減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月14日に公表いたしました2025年９月期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,982,079 4,592,684

受取手形及び売掛金 3,298,631 3,426,548

有価証券 220,000 280,000

商品及び製品 1,816,241 2,539,602

原材料及び貯蔵品 245,819 223,334

為替予約 404,447 227,998

その他 369,497 265,184

貸倒引当金 △4,881 ―

流動資産合計 10,331,835 11,555,352

固定資産

有形固定資産

土地 1,307,893 1,246,093

その他（純額） 1,029,221 887,401

有形固定資産合計 2,337,115 2,133,494

無形固定資産

のれん 172,854 22,214

その他 31,774 68,046

無形固定資産合計 204,628 90,260

投資その他の資産

投資有価証券 1,176,241 1,418,778

その他 378,158 404,151

貸倒引当金 △505 △5,393

投資その他の資産合計 1,553,894 1,817,536

固定資産合計 4,095,637 4,041,292

資産合計 14,427,472 15,596,645

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,876,425 1,750,860

短期借入金 1,300,000 1,500,000

1年内返済予定の長期借入金 1,394,000 1,448,984

未払法人税等 64,902 252,567

賞与引当金 151,138 83,592

その他 699,594 812,627

流動負債合計 5,486,059 5,848,631

固定負債

長期借入金 2,014,500 2,106,125

役員退職慰労引当金 148,630 158,140

資産除去債務 71,838 32,666

その他 130,926 122,997

固定負債合計 2,365,894 2,419,928

負債合計 7,851,954 8,268,560
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 545,500 545,500

資本剰余金 264,313 264,313

利益剰余金 5,372,114 5,875,482

自己株式 △81,071 △81,071

株主資本合計 6,100,856 6,604,223

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 87,996 112,981

繰延ヘッジ損益 249,761 133,404

為替換算調整勘定 136,904 119,900

その他の包括利益累計額合計 474,662 366,286

非支配株主持分 ― 357,575

純資産合計 6,575,518 7,328,084

負債純資産合計 14,427,472 15,596,645
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年６月30日)

売上高 15,724,818 16,352,725

売上原価 11,591,727 11,237,000

売上総利益 4,133,091 5,115,724

販売費及び一般管理費 3,249,432 3,924,390

営業利益 883,658 1,191,334

営業外収益

受取利息 17,612 14,760

受取配当金 3,972 3,192

受取手数料 5,418 6,347

不動産賃貸収入 8,008 7,357

その他 10,444 4,267

営業外収益合計 45,456 35,925

営業外費用

支払利息 19,835 28,780

為替差損 15,036 19,922

出資金評価損 ― 14,720

その他 13,877 2,389

営業外費用合計 48,750 65,813

経常利益 880,365 1,161,446

特別利益

投資有価証券売却益 8,015 ―

関係会社株式売却益 ― 64,562

関係会社出資金売却益 97,814 ―

特別利益合計 105,829 64,562

特別損失

投資有価証券売却損 4,869 ―

特別損失合計 4,869 ―

税金等調整前四半期純利益 981,325 1,226,009

法人税、住民税及び事業税 225,101 391,797

法人税等調整額 79,556 7,465

法人税等合計 304,658 399,262

四半期純利益 676,667 826,747

非支配株主に帰属する四半期純利益 723 12,950

親会社株主に帰属する四半期純利益 675,943 813,796
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 676,667 826,747

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 15,584 24,984

繰延ヘッジ損益 507,827 △116,356

為替換算調整勘定 6,347 △17,004

その他の包括利益合計 529,759 △108,376

四半期包括利益 1,206,426 718,370

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,205,757 705,419

非支配株主に係る四半期包括利益 668 12,950
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 2023年10月１日 至 2024年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

2024年10月１日 至 2025年６月30日）

当社グループは、化粧品、化粧雑貨、服飾雑貨、キャラクター雑貨及びコンタクトレンズ関連等の商品を幅広く

取扱っており、これらの商品の調達方法及び販売方法等については概ね同一であることから単一の事業セグメント

としているため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 146,235千円 166,826千円

のれんの償却額 21,606千円 26,049千円
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（企業結合等関係）

（事業分離）

子会社株式の譲渡

当社は、2025年６月17日開催の取締役会決議に基づき、同日付で連結子会社であるビューティードア株式会社

（以下「ＢＤ」）の全株式を株式会社ＢＩＳＣＯに譲渡する旨の株式譲渡契約書を締結し、2025年６月30日に株式

譲渡を行いました。これに伴い、ＢＤは当社の連結子会社から除外しております。

１．事業分離の概要

(1) 分離先企業の名称

株式会社ＢＩＳＣＯ

(2) 分離した事業の内容

主に化粧品・医薬部外品の受託製造

(3) 事業分離を行った主な理由

当社は化粧品・医薬部外品の製造設備、製造ノウハウを取得する事を目的に2020年10月にＢＤを連結子会社化し

ましたが、想定したシナジーの成果を十分には得られないと判断し、同社の全株式を譲渡いたしました。

本件譲渡により、経営資源の選択と集中を図ることで、当社グループの経営基盤強化を行い、企業価値を更に高

められるものと考えております。

(4) 事業分離日

2025年６月30日

(5) 法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

受取対価を現金等の財産のみとする株式譲渡

２．実施した会計処理の概要

(1) 移転損益の金額

64,562千円

(2) 移転した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 212,466千円

固定資産 194,982千円

資産合計 407,448千円

流動負債 103,681千円

固定負債 39,752千円

負債合計 143,433千円

(3) 会計処理

当該譲渡株式の連結上の帳簿価額と売却価額との差額を「関係会社株式売却益」として特別利益に計上しており

ます。

３．分離した事業が含まれていた報告セグメント

当社グループの事業セグメントは、単一セグメントであるため、該当事項はありません。

４．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

売上高 434,801千円

営業利益 6,947千円


